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１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析 

 当第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用の改

善を背景に緩やかな回復基調が続きました。個人消費は、緩やかな持ち直しの動きで推移しました。 

 このような経済状況のもと、当社グループは、当連結会計年度より、新中期経営計画「Success Road 2020」をス

タートし、中長期における事業規模の拡大及び収益力の向上に向けて、国内既存事業の更なる拡大、海外展開の推

進、新規事業の育成、利益を生み出す筋肉質な組織の構築を目指し、事業活動を推進しました。 

 当社グループは、平成29年10月１日に、当社を持株会社とする持株会社体制へ移行しました。持株会社体制に移行

することで、各事業の責任体制の明確化を図り、事業間のシナジー効果の最大化、機動的な組織再編、戦略的な事業

提携、コーポレートガバナンスの強化等、グループ各社が事業環境の変化に柔軟に対応できる体制を構築することに

より、更なる事業の成長及び企業価値の最大化を目指していきます。 

 当社グループは、平成29年11月２日に、仮想通貨関連事業に参入することを決定し、仮想通貨のマイニング事業の

立ち上げ準備を開始しました。今後は、仮想通貨のマイニング事業に加えて、仮想通貨取引所への参入も検討し、仮

想通貨関連事業の拡大を目指します。 

 当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上面では、主力のジュエリー事業が引き続き好調に

推移したことに加え、その他事業の売上が第１四半期連結会計期間より新たに加わりましたが、アート事業の絵画取

引が同事業における新規事業の立ち上げ準備のために抑制されたこと、またエステ事業の売上が減少したことによ

り、売上高は70億67百万円（前年同期比0.5％減）となりました。利益面では、ジュエリー事業において海外初の大

型店舗を新規オープンしたことにより費用が先行していることやエステ事業の売上減による利益減少などにより、営

業利益は５億35百万円（前年同期比44.7％減）、経常利益は５億11百万円（前年同期比46.9％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は２億42百万円（前年同期比68.2％減）となりました。 

 なお、当社は、第１四半期連結会計期間より、平成29年10月１日の持株会社体制への移行に向けて、グループ会社

の管理体制を見直し、経営管理方針を変更しました。また、株式会社ニューアート・クレイジー、株式会社ニューア

ート・ウェディング※、HONG KONG NEW ART LIMITED 及び台湾新美股份有限公司の重要性が増したため、連結の範囲

に含めています。これにより、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを、従来の「ジュエリー・アート事業」

から「ジュエリー事業」及び「アート事業」の２区分に変更するとともに、「その他事業」を新たに追加し、「ジュ

エリー事業」「エステ事業」「アート事業」「その他事業」の４つのセグメントに変更しました。以下の前年同期比

につきましては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。 

※株式会社ニューアート・ウェディングは、平成29年10月13日に株式会社ニューアート・コインに商号変更いたしま

した。 

 

①ジュエリー事業 

 当第２四半期連結累計期間におけるジュエリー事業の売上高は46億63百万円（前年同期比9.0％増）、セグメント

利益は５億65百万円（前年同期比28.2％減）となりました。 

 売上高につきましては、国内の集客強化に努めたことで来店客数が増加したことに加え、海外店舗が加わったこと

により、前年同期と比べ増加しました。利益につきましては、平成29年６月に海外初となる台北本店（台湾・台北

市）を新規オープンし、積極的なプロモーション活動を推進しました。海外における同事業は、今期は立ち上げフェ

ーズであるため費用が先行していることにより、セグメント利益については前年同期と比べ減少となりました。 

 平成29年９月に、「銀座ダイヤモンドシライシ」及び「エクセルコ ダイヤモンド」の２つのブランドの統合店舗

を新潟県中央区及び長崎県長崎市に新設しました。平成29年９月末における、「銀座ダイヤモンドシライシ」の国内

店舗は40店舗、海外店舗は２店舗、「エクセルコ ダイヤモンド」の国内店舗は22店舗、海外店舗は１店舗となりま

した。 

 

②エステ事業

 当第２四半期連結累計期間におけるエステ事業の売上高は15億62百万円（前年同期比12.4％減）、セグメント利益

は23百万円（前年同期比84.1％減）となりました。 

 同事業の中長期的な売上拡大及び利益率の改善を図るため、今期は営業体制及び管理体制の構造改革を推進してい

ます。これにより、前年同期と比べ減収減益となりました。なお、平成29年９月末における国内店舗は26店舗、海外

店舗は２店舗となります。 
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③アート事業 

 当第２四半期連結累計期間におけるアート事業の売上高は６億19百万円（前年同期比40.4％減）、セグメント利益

は18百万円（前年同期比66.0％減）となりました。 

 アート事業につきましては、新規事業の立ち上げ準備を進めており、在庫商品の充実を図るため販売を抑制した結

果、前年同期と比べ減収減益となりました。 

 

④その他事業 

 当第２四半期連結会計期間におけるその他事業の売上高は２億22百万円、セグメント損失は32百万円となりまし

た。 

 第１四半期連結会計期間に、非連結子会社の株式会社ニューアート・クレイジー及び株式会社ニューアート・ウェ

ディングの重要性が増したため連結子会社化し、それぞれスポーツ関連事業、ウェディング事業を推進しています。

スポーツ関連事業は順調に推移したものの、ウェディング事業が赤字であるため、セグメント損失を計上しました。 

 

注）上記のセグメントの業績数値は、セグメント間の内部売上高または振替高を調整前の金額で記載しています。 

 

当社グループのセグメント別売上は、以下のとおりであります。 

 

セグメントの名称 販売・サービスの名称など 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成29年９月30日） 

（千円） 

前年同期比(%) 
構成比 

(%) 

 ジュエリー事業  ブライダル関連商品の販売、サービス 4,663,719 9.0 66.0 

 エステ事業  エステティックサロンの運営、化粧品等の販売 1,562,738 △12.4 22.1 

 アート事業  美術品等の販売 619,568 △40.4 8.8 

 その他事業  ゴルフ用品の販売、結婚式場・レストランの運営 221,294 － 3.1 

合 計 7,067,320 △0.5 100.0 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含んでおりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．「ジュエリー事業」は、ブライダルジュエリー販売、ウェディング送客サービス、ティアラ・レンタルサー

ビスおよびファッションジュエリーの売上となっております。 

４．「エステ事業」は、エステ施術サービス、化粧品、栄養食品および美容機器販売の売上となっております。

５．「アート事業」は、美術品等の販売の売上となっております。

６．「その他事業」は、ゴルフクラブ用カーボンシャフト、ゴルフ用品の販売および結婚式場・レストランの運

営による売上となっております。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の部）

 流動資産は、前連結会計年度末比５億98百万円増加（前連結会計年度末比6.4％増）し、99億12百万円となりまし

た。現金及び預金は10億35百万円減少しておりますが、これは、設備投資や仕入及び関連会社への出資を強化したこ

とによるものであります。したがって、商品及び製品は13億40百万円増加、受取手形及び売掛金は１億69百万円増加

となりました。

 固定資産は、前連結会計年度末比２億20百万円減少（同5.5％減）し、37億70百万円となりました。主な要因とし

て、関係会社長期貸付金の減少５億２百万円などによるものであります。

 この結果、総資産は前連結会計年度末比３億77百万円増加（同2.8％増）し、136億82百万円となりました。

（負債の部）

 流動負債は、前連結会計年度末比３億83百万円増加（前連結会計年度末比7.1％増）し、57億61百万円となりまし

た。これは、短期借入金の増加１億32百万円、1年内返済予定の長期借入金の増加１億56百万円、未払法人税等の増

加50百万円などによるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末比１億86百万円増加（同19.7％増）し、11億32百万円となりました。主な要因とし

ては、長期借入金の増加１億84百万円などによるものであります。

 この結果、負債合計は前連結会計年度末比５億69百万円増加（同9.0％増）し、68億93百万円となりました。

（純資産の部）

 純資産は、前連結会計年度末比１億92百万円減少（前連結会計年度末比2.8％減）し、67億88百万円となりまし

た。主な要因としては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加２億42百万円、連結範囲の変更

に伴う利益剰余金の減少２億33百万円、自己株式の増加に伴う減少２億円などによるものであります。

 以上の結果、自己資本比率は49.6％（前連結会計年度末は52.5％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成30年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月10日公表の業績予想から変更はありません。な

お今後、業績予想について変更がある場合は速やかに公表いたします。 

 業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は業況の変

化や予期せぬ事象の発生などによって、大きく異なる結果となる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,606,248 1,570,541 

受取手形及び売掛金 1,251,798 1,420,962 

商品及び製品 5,231,089 6,571,840 

仕掛品 － 65,054 

原材料及び貯蔵品 102,016 145,052 

前払費用 137,001 149,177 

繰延税金資産 90,616 21,389 

その他 27,466 106,655 

貸倒引当金 △132,433 △138,540 

流動資産合計 9,313,804 9,912,132 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 754,361 947,300 

機械及び装置（純額） － 8,443 

車両運搬具（純額） 84 329 

工具、器具及び備品（純額） 837,284 888,908 

有形固定資産合計 1,591,730 1,844,982 

無形固定資産    

のれん 366,065 391,365 

その他 16,594 33,249 

無形固定資産合計 382,659 424,615 

投資その他の資産    

投資有価証券 66,430 48,674 

長期貸付金 3,000 3,000 

関係会社長期貸付金 502,140 － 

敷金及び保証金 1,039,691 1,107,422 

繰延税金資産 7,715 7,655 

その他 464,763 400,953 

貸倒引当金 △66,985 △67,029 

投資その他の資産合計 2,016,755 1,500,675 

固定資産合計 3,991,145 3,770,273 

資産合計 13,304,949 13,682,405 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 162,543 179,868 

短期借入金 2,965,000 3,097,000 

1年内返済予定の長期借入金 333,784 489,818 

未払金及び未払費用 711,956 692,269 

未払法人税等 192,844 243,659 

前受金 961,647 901,962 

その他 50,336 157,062 

流動負債合計 5,378,112 5,761,640 

固定負債    

長期借入金 750,346 934,719 

退職給付に係る負債 194,062 196,655 

その他 1,327 752 

固定負債合計 945,735 1,132,127 

負債合計 6,323,847 6,893,767 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,617,252 2,617,252 

資本剰余金 2,376,152 2,376,153 

利益剰余金 1,993,111 2,002,593 

自己株式 △2,074 △202,079 

株主資本合計 6,984,441 6,793,920 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △3,339 △5,282 

その他の包括利益累計額合計 △3,339 △5,282 

純資産合計 6,981,101 6,788,638 

負債純資産合計 13,304,949 13,682,405 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 7,100,410 7,067,320 

売上原価 3,113,219 2,804,491 

売上総利益 3,987,190 4,262,828 

販売費及び一般管理費 3,018,681 3,726,916 

営業利益 968,509 535,912 

営業外収益    

受取利息 3,080 272 

為替差益 2,788 － 

その他 680 1,050 

営業外収益合計 6,550 1,322 

営業外費用    

支払利息 12,151 18,456 

為替差損 － 5,237 

その他 171 2,042 

営業外費用合計 12,323 25,736 

経常利益 962,736 511,497 

特別損失    

固定資産除却損 652 － 

減損損失 9,685 － 

特別損失合計 10,338 － 

税金等調整前四半期純利益 952,398 511,497 

法人税、住民税及び事業税 177,616 199,367 

法人税等調整額 12,293 69,286 

法人税等合計 189,910 268,653 

四半期純利益 762,488 242,844 

親会社株主に帰属する四半期純利益 762,488 242,844 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 762,488 242,844 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 5,129 △1,943 

その他の包括利益合計 5,129 △1,943 

四半期包括利益 767,617 240,901 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 767,617 240,901 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 952,398 511,497 

減価償却費 73,984 87,390 

減損損失 9,685 － 

のれん償却額 10,559 14,471 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,130 6,151 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 524 2,593 

受取利息及び受取配当金 △3,080 △272 

支払利息 12,151 18,456 

為替差損益（△は益） 10,403 △4,530 

売上債権の増減額（△は増加） △268,151 △152,098 

たな卸資産の増減額（△は増加） △940,766 △1,295,277 

仕入債務の増減額（△は減少） △19,657 7,040 

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 12,974 △91,313 

前受金の増減額（△は減少） 14,062 △65,382 

未払又は未収消費税等の増減額 △116,146 △2,121 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △147,772 △7,156 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 19,995 30,354 

その他 △7,905 △1,700 

小計 △371,608 △941,898 

利息及び配当金の受取額 1,015 272 

利息の支払額 △12,027 △17,229 

法人税等の支払額 △325,603 △146,670 

営業活動によるキャッシュ・フロー △708,223 △1,105,526 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △110,773 △225,502 

無形固定資産の取得による支出 △88 △18,710 

敷金及び保証金の差入による支出 △40,261 △18,698 

敷金及び保証金の回収による収入 30,585 3,718 

短期貸付けによる支出 △102,620 － 

短期貸付金の回収による収入 100 － 

関係会社貸付けによる支出 △70,000 － 

関係会社株式の取得による支出 △50,000 △48,674 

その他 △4,439 △36,932 

投資活動によるキャッシュ・フロー △347,497 △344,799 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 755,000 785,000 

短期借入金の返済による支出 △460,000 △653,000 

長期借入れによる収入 － 500,000 

長期借入金の返済による支出 △48,700 △159,593 

自己株式の取得による支出 △14 △200,011 

その他 － 8 

財務活動によるキャッシュ・フロー 246,285 272,404 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,121 △1,303 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △811,556 △1,179,225 

現金及び現金同等物の期首残高 2,535,917 2,606,248 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 143,517 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,724,360 1,570,541 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成29年５月26日及び平成29年６月23日開催の取締役会における自己株式の取得に関する決議に基づ

き、自己株式取得を行いました。これにより、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が199,994千円増加

しております。 

 また、第１四半期連結会計期間において株式会社ニューアート・クレイジー、株式会社ニューアート・ウェディ

ング、HONG KONG NEW ART LIMITED、台湾新美股份有限公司を連結範囲に含めております。これにより、当第２四

半期連結累計期間において連結範囲の変更に伴い、期首の利益剰余金が233,361千円減少しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

ジュエリー
事業 

エステ事業 アート事業 その他事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 4,276,935 1,783,391 1,040,082 － 7,100,410 － 7,100,410 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
237 31 － － 269 △269 － 

計 4,277,173 1,783,423 1,040,082 － 7,100,679 △269 7,100,410 

セグメント利益 788,027 145,371 55,166 － 988,564 △20,055 968,509 

（注）１．セグメント利益の調整額20,055千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。
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 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２ 
 

ジュエリー
事業 

エステ事業 アート事業 その他事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 4,663,719 1,562,738 619,568 221,294 7,067,320 － 7,067,320 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
251 － － 748 1,000 △1,000 － 

計 4,663,971 1,562,738 619,568 222,043 7,068,320 △1,000 7,067,320 

セグメント利益又は損

失（△） 
565,740 23,060 18,778 △32,674 574,905 △38,992 535,912 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額38,992千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 当社は、平成29年10月１日に持株会社制へ移行しており、第１四半期連結会計期間より、グループ会社の

管理体制を見直し、経営管理方針を変更しました。これに伴い、従来の「ジュエリー・アート事業」におい

て美術品等の販売業務を分離し、「ジュエリー事業」および「アート事業」に表記を変更しています。 

 また、第１四半期連結会計期間より、「ジュエリー事業」において台湾新美股份有限公司、「エステ事

業」においてHONG KONG NEW ART LIMITED、そして新たに追加した「その他事業」において株式会社ニュー

アート・クレイジーおよび株式会社ニューアート・ウェディングを重要性が増したため連結の範囲に含めて

おります。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 第１四半期連結会計期間より、「その他事業」において、株式会社ニューアート・クレイジーを重要性が

増したため連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は39,771千円であります。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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